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輿地航海図 (90× 159Cm)

熱
驀
沼
津
近
代
史
点
描

⑥
鞣
鞣
糠
恭

史
料
紹
介典

地
航
海
図
の
訳
者

武
田
簡
吾
の
手
紙

安
政
元
年
■

八
五
五
）、　
ロ
シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
の
乗
艦

デ
ィ
ア
ナ
号
が
駿
河
湾
に
沈
没
し
た
。

こ
の
事
件
は
、
思
わ
ぬ
副

産
物
を
日
本
に
残
す

こ
と
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
プ
チ
ャ
ー
チ

ン
が
帰
国
の
た
め
に
戸
田
で
建
造
し
た

「
戸
田
号
」
は
、
日
本
人

に
洋
式
帆
船
の
造
船
技
術
を
伝
授
す
る
役
割
を
呆
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
、
デ
ィ
ア
ナ
号
の
船
室
に
掛
け
ら
れ
て
い
た

イ
ギ
リ
ス
製
の
世
界
地
図
が
、
沼
津
藩
士
に
よ

っ
て
写
し
取
ら
れ
、

安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
に

「興
地
航
海
図
」
と
し
て
翻
刻

・
出

版
さ
れ
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
メ
ル
カ
ト
ル
図
法
に
よ
る
こ
の

地
図
は
、
原
本
に
忠
実
に
、
極
め
て
精
密
に
描
か
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
後
維
新
後
に
至
る
ま
で
度

々
再
版
さ
れ
、
類
似
品
が
出

回
る
ほ
ど
、
当
時
に
お
い
て
最
高
の
世
界
地
図
と
さ
れ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
現
在
も
地
理
学
史
上
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

何
よ
り
も
、
こ
れ
が
沼
津
と
い
う

一
地
方
都
市
で
刊
行
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
が
意
義
深
い
の
で
あ
る
。
校
閲
は
江
戸
の
洋
学
者
杉
田

玄
端
に
委
ね
た
も
の
の
、
翻
訳
者
は
沼
津
の
医
師
武
田
簡
吾
で
あ

り
、
沼
津
藩
士
小
林
信
近
と
服
部
純
が
そ
れ
に
協
力
し
た
。
原
本

は
英
語
で
あ

っ
た
わ
け
だ
が
、
当
時
は
ま
だ
蘭
学
全
盛
が
尾
を
引

い
た
時
期
で
あ
り
、
翻
訳
に
は
苦
労
し
た
ら
し
い
。
彼
ら
は
沼
津

藩
に
お
け
る
英
学
の
先
駆
者
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
下
に
紹
介
す
る
史
料
は
、
初
め
て
見
つ
か
っ
た
武
田
簡
吾
の

書
簡
で
あ
り
、
「
輿
地
航
海
図
」
刊
行
当
時
の
状
況
の

一
端
を
垣
間

見
せ
て
く
れ
る
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
沼
津
市
歴
史

民
俗
資
料
館
所
蔵

「小
海
増
田
家
文
書
」
中
に
残
さ
れ
て
い
た
。
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過
日
者
御
先
来
之
所
毎
度
御
早
々
失
敬

之
二
二
存
候
然
者
其
詢
御
約
束
之
地
図

一
両
日
前

二
公
儀

へ
差
出
申
候
間
次
曰

早
速
為
持
差
上
申
候
尤
も
小
口
原
様

へ

御
献
上
之
分

ハ
台
紙
仕
立
二
い
た
し
外

二
壱
部
白
紙
仕
立
差
出
申
候
得
共
右
者

通
例
之
和
唐
紙
ず
り
と
も
逹
ひ
色
分
ケ

其
外
列
段
丁
寧

二
い
た
し
有
之
候
間
を

部

二
付
代
金
五
百
疋

二
御
座
候
外

ニ
ニ

部
和
唐
紙
仕
立
差
上
申
候
是
者
代
料
を

部
二
付
壱
両
二
御
座
候
い
ま
だ
外
々
へ

者

一
切
出
不
申
内
故
其
思
召

二
而
御
引

取
被
下
候
様
願
上
度
乍
併
し
当
城
主

へ

ハ
い
ま
だ
差
出
二
も
不
相
成
唯
々

公
儀

而
已
相
済
候
事
故
当
分
之
内

ハ
当

家
中

ハ
勿
論
外

へ
も
余
り
御
他
見
無
之

様
奉
願
上
候
誠

二
前

々
‘
之
御
頼
之
故

不
取
敢
差
出
申
候
訳
此
段
御
含
ミ
御
尊

父
様

へ
も
宜
敷
御
申
止
度
可
被
下
候
ユ

ス
尊
家
様

ニ
ハ
拙
父
御
内
借
も
有
之
候

様
子
二
御
座
候
間
思
召
次
第

二
而
宜
敷

御
座
候
得
共
此
図

ハ
仲
間
合
も
有
之
候

事
故
可
相
戌

ハ
白
紙
丈
ケ
も
価
御
遣
し

被
下
様
願
上
度
左
候

ヘ
ハ
仲
間
中

へ
対

し
小
子
都
合
上
い
づ
れ
御
借
財
之
儀

ハ

当
暮
ミ

ニ
者
御
返
却
可
仕
赴
得

二
御
座

候
年
去
御
尊
父
様
ど
も
御
相
談
被
下
思

召
次
第
宜
敷
奉
願
上
候
金
子
之
儀

ハ
此

´

者

へ
御
渡
し
被
下
候
而
も
宜
敷
先
者
右

之
段
申
上
度
草

々
以
上

十

一
月
え
日
　

　

　

武
田
簡
〓

増
田
縫
之
助
様

と
い
う

の
が
そ
の
全
文
で
あ
る
。
こ

の
文
面
か
ら
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が

わ
か
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

①
・
御
約
束
の
地
図

（す
な
わ
ち

「
興

地
航
海
図
」
の
こ
と
だ
ろ
う
）
を

一

両
日
前
に
公
儀

（す
な
わ
ち
幕
府
）

に
も
提
出
し
た
と
い
う

こ
と
。

②
　
増
田
縫
之
助

へ
は
、
自
紙
仕
立
の

も
の
二
部
、
和
唐
紙
仕
立
の
も
の
二

部
の
合
計
五
部
を
渡
し
た
こ
と
。

③
　
白
紙
仕
立
の
う
ち

一
部
は
、
小
田

原
藩
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
。

④
・　
和
唐
紙
仕
立
の
も
の
は
、
代
価
が

一
部

一
両
で
あ
る
こ
と
。

⑤
　
白
紙
仕
立
の
も
の
は
、

「色
分
ケ

其
外
別
段
丁
寧

二
い
た
し
」
た
特
別

製
と
も

い
う
べ
き
も
の
で
、
代
価
は

和
唐
紙
仕
立
の
三
倍
以
上
も
す
る
五

百
疋
だ

っ
た
こ
と
。

⑥
　
こ
の
時
点
に
お
い
て
は
、
幕
府
に

献
上
し
た
の
み
で
、
当
城
主

（す
な

わ
ち
沼
津
藩
主
水
野
氏
）
に
は
ま
だ

提
出
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
。
従

だ

っ
て
、
余
り
他
見
を
せ
ぬ
よ
う
に
と

依
頼
し
て
い
る
。

⑦
　
武
田
の
父
は
増
田
に
借
金
が
あ
る

ら
し
く
、
地
図
の
代
価
は
自
紙
仕
立

の
も
の
の
み
で
よ
い
と
言

っ
て
い
る
。

③
　
こ
の
地
図
の
製
作
に
あ
た
っ
て
は
、

「仲
間
中
」
す
な
わ
ち
共
同
製
作
者

が
い
た
こ
と
。

な
お
、
十

一
月
九
日
と
い
う
日
付
に

つ
い
て
は
、
「
興
地
航
海
図
」
の
刊
行
が

安
政
五
年
仲
春
だ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
同
じ
安
政
五
年
か
、
も
し
く
は

そ
の
前
年
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
こ
の
手
紙
の
受
取
人
増
田
縫

之
助
に
つ
い
て
は
、
何
者
で
あ
る
の
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
。

こ
の
手
紙
が
増
田

家
文
書
に
残
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
当
然
同
家
の
人
と
思
わ
れ
る
が
、

伊
豆
国
君
沢
郡
小
海
村
の
名
主

・
津
元

だ
っ
た
歴
代
の
当
主
に
は
、
縫
之
助
と

い
う
名
前
は
見
当
ら
な
い
。
増
田
と
い

う
姓
を
称
し
て
い
る
点
も
、
単
な
る
百

姓
身
分
の
者
と
は
思
え
な
い
。
当
時
小

海
村
は
小
田
原
藩
領
で
あ

っ
た
が
、
ひ

ょ
っ
と
す
る
と
、
こ
の
縫
之
助
な
る
人

物
は
、
小
海
増
田
家
か
ら
出
て
、
小
田

原
藩
に
武
士
と
し
て
取
り
立
て
ら
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

増田縫之助宛武田簡吾書簡 (沼津市歴史民俗資料館所蔵 内浦小海増田家文書 A73)
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シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
◇

こ
れ
ま
で
、
沼
津
兵
学
校
の
旧
蔵
書

と
し
て
確
認
さ
れ
た
本
は
、
国
立
国
会

図
書
館
に
あ
る
洋
書
９
部
、
沼
津
市
立

駿
河
図
書
館

「沼
津
文
庫
」
中
の
洋
書

９
部

・
和
書
５
部
１０
，冊
、
静
岡
県
立
中

央
図
書
館
に
あ
る
洋
書
５
部
２５
冊

・
和

漢
書
５
部
８７
冊
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文

庫
に
あ
る
地
図
１
部
の
み
で
あ
っ
た
。

（昭
和
五
十
五
年
の

『葵
』
１３
号
に
山

口
博
氏
が
発
表
さ
れ
た

「
沼
津
兵
学
校

旧
蔵
書
に
つ
い
て
」
で
は
、
「
沼
津
文

庫
」
中
の
Ｌ
西
医
略
論
』
３
冊
と

『英

和
対
訳
袖
珍
辞
書
』
１
冊
を
兵
学
校
の

旧
蔵
書
に
含
め
て
い
る
が
、
前
書
は
沼

津
病
院
の
旧
蔵
書
で
あ
り
、
後
書
は

「

徳
川
氏
改
印
」
と
い
う
印
を

「徳
川
学

校
印
」
と
読
み
間
違
え
た
た
め
の
誤
解

新
発
見
の
沼
津
兵
学
校
旧
蔵
書

で
あ
り
、
こ
の
４
冊
は
沼
津
兵
学
校
の

旧
蔵
書
と
は
い
え
な
い
ご

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
以
外
に
、
沼
津
市

内
の
個
人
宅
に
沼
津
兵
学
校
の
旧
蔵
書

和
書
７
部
３２
冊
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
そ
の
内
６
部
は
大
野
家

所
蔵
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
た
ぶ

ん
御
先
祖
の
大
野
寛

一
が
静
岡
藩
軍
事

俗
務
方
頭
取
介
や
沼
津
学
校
調
役
組
頭

勤
方
な
ど
の
役
職
を
勤
め
た
関
係
上
、

同
家
に
伝
来
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、

鈴
木
家
所
蔵
の
１
部
は
、
や
は
り
御
先

祖
の
鈴
木
亮
平
が
沼
津
兵
学
校
の
後
身

沼
津
中
学
校
の
学
務
委
員
を
勤
め
て
い

た
関
係
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
そ
れ
ら
を
列
挙
し
て
み
る
。

印
記
が
兵
学
校
旧
蔵
の
証
拠
で
あ
る
。

ヘ

〈大
野
寛
孝
氏
所
蔵
分
〉

１
　
駿
台
閑
語

（写
本
）

全
２
冊

（乾
、
坤
）
　
　

２
６
６
×

１
７
７
ミ
リ

（以
下
単
位
略
）

印
記

一
「沼
津
学
校
」
（大
）

２
　
駿
台
逸
話

（写
本
）

全
３
冊

（上
、
中
、
下
）

２

６

５

×

１

７

５

印
記

¨
「沼
津
学
校
」
（大
）

３
　
駿
台
雑
話

全
５
冊

（巻

一
～
五
）

宝
鳩
巣
著

浪
華
書
林
村
松
文
海
堂

・
柳
原
積
書

圃
　
寛
延
３
年
Ｈ
月
　
　
２
５
４
×

１

８

０

印
記

¨
「箱
館
御
役
所
」
「沼
津
学
校
」

（大
）
「駿
府
学
校
」

４
　
改
正
翁
間
答

全
３
冊

（上
、
中
、
下
）

中
江
藤

樹
著
　
東
都
書
卑
嵩
山
房
　
天
保
２

年
８
月
　
２
６
０
×
１
８
４

印
記

¨
「
沼
津
学
校
」
（大
）

５
　
慶
元
軍
要
録
　
初
編

全
８
冊

（巻

一
～
八
）

一昌
崎
津
田

重
蔵
明
馨
著
　
練
丹
居
塾
蔵
版
　
文

久
３
年
５
月
　
２
６
０
×
１
７
９

印
記

¨
「陸
軍
所
」
「沼
津
学
校
」

（大
）

６
　
一二
宇
経

全
１
冊
　
宋
王
伯
厚
纂
　
庚
午
八
月

二
梅
凝
之
書
　
２
５
４
×
１
７
２

印
記

¨
「静
岡
学
校
之
章
」

〈
鈴
木
正
二
氏
所
蔵
分
〉

７
　
温
環
志
略

全
１０
冊

（巻

一
～
十
）

徐
継
合
著

井
上
春
洋

・
森
荻
園

・
三
守
柳
圃
訓

占
〔　
阿
陽
対
帽
閣
蔵
梓
　
文
久
元
年

２

５

９

×

１

７

８

印
記

一
「沼
津
学
校
」
（大
）

「
沼
津

中
学
校
章
」
　

巻
二
の
み

「沼
津
学

校
」
（小
）
「沼
津
小
学
校
」

「
沼
津

中
学
校
章
」
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◎
企
画
展

「
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
沼

津
」
が
開
幕
し
ま
す
。

８
月
１
日
か
ら
９
月
２７
日
ま
で
、
東

海
道
五
十
二
次
シ
リ
ー
ズ
な
ど
を
中
心

に
沼
津
や
原
の
宿
を
描

い
た
浮
世
絵
を

収
集
し
て
、
企
画
展

「
浮
世
絵
に
描
か

れ
た
沼
津
」
を
、
４
階
展
示
室
を
会
場

に
開
催
し
ま
す
。

浮
世
絵
師
た
ち
の
目
を
通
し
て
、
江

戸
の
庶
民
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
沼
津
を
見
て
い
た
の
か
、
こ
の
展

示
で
探

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
広
重
を
き

っ
か
け
に

有
名
な
広
重
の
「東
海
道
五
拾
二
次
」

は
、
天
保
四
年

（
一
八
三
二
）
か
ら
五

年
に
か
け
て
、
保
永
堂
版
と
し
て
発
行

さ
れ
、
爆
発
的
な
人
気
を
得
ま
し
た
。

こ
の
人
気
に
刺
激
さ
れ
、
多
数
の
絵
師

画

「原
ノ
駅
」
［美
人
東
海
道
］

が
浮
世
絵
東
海
道
シ
リ
ー
ズ
を
描
き
、

数
え
き
れ
な

い
ほ
ど
の
種
類
の

「東
海

道
も
の
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
会
で
は
、
初
代
広
重
の

［
隷
書
東
海
道
］
［行
書
東
海
道
］

［狂

歌
東
海
道
］
な
ど
を
は
じ
め
、
役
者
絵

の
得
意
な
三
代
豊
国
の

［役
者
見
立
東

海
道
五
十
三
駅
］
、
美
人
画
の
得
意
な
渓

薦
難
財

の

［美
人
東
海
道
］
、
北
斎

の

「東
海
道
沼
津
之
富
士
」
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
絵
師
の
持
ち
味
が
生
か
さ
れ
た

作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
沼
津
垣
や
か
つ
お
節
づ
く
り
が

こ
れ
ら
に
描
か
れ
た
沼
津
と
原
に
は

富
士
や
愛
鷹
山
を
背
景
に
、
沼
津
の
名

産
で
あ
っ
た
か
つ
お
節
づ
く
り
や
、
西
風

に
舞
う
砂
ぼ
こ
り
を
よ
け
る
た
め
に
生

み
出
さ
れ
た
沼
津
垣
が
街
道

の
風
物
と

し
て
多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
．

ま
た
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
で
有
名
な

「
伊
賀
越
道
中
双
六
沼
津
之
段
」
の
芝

居
に
登
場
す
る
平
作
、
十
兵
衛
、
お
よ

ね
の
二
人
が
盛
ん
に
描
か
れ
、
江
戸
の

庶
民
が
、
こ
の
芝
居
を
代
名
詞
に
沼
津

を
記
憶
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

ま
す
じ

●
東
京
や
岡
山
か
ら
も

こ
の
展
示
会
で
は
、
地
元
の
浮
世
絵

（

初
代
広
重
画

「
五
十
二
次
沼
津
〓
人
物
東
海
道
］

所
蔵
家
の
資
料
を
は
じ
め
、
県
内
の
博

物
館
や
、
浮
世
絵
で
有
名
な
東
京

・
太

田
記
念
美
術
館
な
ど
の
資
料
合
わ
せ
て

八
十
点
近
く
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

浮
世
絵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
「
沼
津
の

平
作
」
を
描
い
た
竹
久
夢
二
の
肉
筆
画

も
遠
く
岡
山
か
ら
出
品
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
大
田
記
念
美
術
館
の
出
品
は

八
月
二
十
三
日
０
ま
で
で
す
。
お
早
め

に
ご
米
館
下
さ
い
。

●
関
連
事
葉

記

念

講

演

会

▽
と
　
き
　
八
月
九
日
佃

十
四
時
～
十
六
時

▽
と
こ
ろ
　
明
治
史
料
館
　
講
座
室

▽
講
　
師
　
大
田
記
念
美
術
館

学
芸
部
長
　

水ヽ
田
生
慈
氏

▽
演
　
題

　

「
浮
世
絵
の
歴
史
と
作
品
」

⌒
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
の
解
説
で
す
）

一

※
企
画
展
記
念
講
演
会
を
も

っ
て
、
夏

の
歴
史
講
演
会
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●
古
文
書
解
読
入
門
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

古
文
書
を
は
じ
め
て
読
む
入
門
者
を

対
象
に
、
江
戸
時
代
や
明
治
時
代
の
親

し
み
や
す

い
郷
上
資
料
を
テ
キ
ス
ト
と

し
な
が
ら
く
す
し
字
な
ど
の
解
読
力
を

養
う
講
座
で
す
。
自
分
の
力
で
歴
史
を

ひ
も
と
く
楽
し
さ
を
味
わ

っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
こ
と
し
は
夜
の
時
間
帯
を
設
定

し
ま
し
た
の
で
、
ど
う
か
気
軽
に
お
申

込
み
下
さ
い
。

と
　
き

一
９
月
３
日
囚
、
９
月
１０
日
的
、

９
月
１９
日
０
、
９
月
２４
Ｈ
内
、

‐０
月

１
日
囚
、

１０
月
８
日
囚

い
ず
れ
も
　
十
八
時
～
二
十
時

と
こ
ろ

一
明
治
史
料
館
　
講
座
室

講
師

¨
市
立
高
校
教
頭
　
友
野
博
先
生

定
員

¨
三
〇
名

受
講
申
込
み

¨
当
館
ま
で
　
一」
話
に
て

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
１０
号

獅
篠
　
沼
津
市
明
治
史
料
館

〒
４‐０
沼
津
市
西
熊
堂
３７２
‐
‐

容
〇
五
五
九
０
三
二
二
五
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